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新年にあたり

和歌山県看護連盟　会長　

谷　　眞　子 　

会員の皆さまには、よき年をお迎えのこととお慶び申し上

げます。

今年は、いよいよ第 22回参議院選の年です。昨年夏には、

16年ぶりに政権交代し、その後は政治主導や事業仕分け等

にぎやかな話題の多い年で、日本がどこへ向かうのか見え

にくいまま新年を迎えました。看護界においても昨秋から、

政権交代に伴う次回参議院選に対する看護協会報道で、会員

の皆さまにはご心配をおかけしております。看護連盟として

は、昨年の朱鷺メッセでの看護協会通常総会や看護連盟通

常総会での看護協会長の力強い「たかがい恵美子さん」への

メッセージを受け、看護職が力をひとつに頑張ろうと南野議

員の後継者として「たかがい恵美子さん」の選挙は自由民主

党の公認を得て戦う予定でホップ・ステップと進めてきました。いろいろの意見はありますが、これまで先輩議員がご苦労

され、看護職の働く環境を整備されて今があることに感謝し、ハードルは高いが、ぶれることなく、ピンチをチャンスと捉え

看護の力を結集することが看護の未来に繋がることと考えます。現在働いている看護職が「楽しく、豊かに、堂々と暮らせる

『成熟社会・にほん』をつくる」ため、たかがい恵美子さんに活動してもらえるよう1票を投じれば130万票になり、政治の流

れを変えることも夢ではないと考えます。看護職が真の専門職と認められるためにも、「たかがい恵美子さん」を高得票数で当

選させることだと確信しております。大きな夢と希望をもって、参議院に看護系議員の空白はつくらないとの思いで夏の参議院

選挙に向かいたいものです。皆さまには、更なるご支援を賜りますように、併せて一層のご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。
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あけましておめでとうございます
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参議院議員　　南　野　知恵子　　

和歌山県看護連盟の皆様新年あけましておめでとうございます。
旧年中は色々とご指導いただき感謝申し上げます。政権が代わり 22年度予算に
関しても出揃っておりませんが、厚労省における看護関係予算で、保助看法等の一
部改正関連が気になっておりましたが、平成 22年度予算 1,011億円、対前年度伸率
107.8％で、資質の向上では、新人看護職員研修事業が新規で離職の防止・復職の支援・
養成力の確保等々を含め計 7 つの新規が予算化されております。文部科学省の分は未
だ確定されておりませんが、国民の安心安全で健康な暮らしに直結する看護関連の予
算であります。今年の夏は最も力を入れる夏の陣です。皆様方と友に頑張ります。
雑念にトラわれず、トラぶるに巻き込まれず、全力でトラいする「たかがい」選挙。
先輩から受け継いだ看護の議席を守りましょう。

衆議院議員　　あ　べ　俊　子　　

新年あけましておめでとうございます。昨年は皆様のお力添えのおかげさまで再び
国政の場へ送り出して頂くことができました。あらためて和歌山県看護連盟の皆様の
ご支援の大きさをかみしめ、心より感謝いたしますとともに、本年もどうぞよろしく
お願い申し上げます。昨年は関係各位のご尽力により、念願の「保助看法」「看護師等
の人材確保に関する法律」の改正という成果が得られたことは、看護界にとって明る
い話題となりました。2期目を迎えた今、看護の諸課題の解決に向けさらに全力で頑
張るとともに、国民の皆様の期待に応えられるよう、党の再生にも真摯に取り組む所
存です。本年 7月の参議院議員選挙には、私達の代表であるたかがい恵美子さんが自
民党公認で立候補します。国政の場で看護の政策に取り組む私達の仲間を増やすため
にも、圧倒的な票でたかがい恵美子さんを当選させるべく、今後とも皆様の力強いご
支援を賜りたく心よりお願い申し上げます。

日本看護連盟会長　　清　水　嘉与子　　

明けましておめでとうございます。
看護連盟会長としての初仕事となった衆院選。阿部俊子議員の再選は感激でしたが、
予想を超える自民党の大敗。たかがい恵美子さんの選挙をどう戦うか、緊急に開いた
全国会長会議では誰一人ぶれる会長はおらず、いかなる困難の中でもたかがい恵美子
さんを既定方針に従って国会に送ろうと確認しあいました。超高齢社会での保健医療・
福祉政策の中心となって活動できるのは看護職にまちがいありません。その看護職を
適切に活用し、輝かせることによって、サービスの受け手の安心・安全につながり、同
時に医療費の節約にも資することは明らかです。こうした考えを看護の代表が直接国
会の場で発言できる機会もぜひ作りたい、これこそ看護連盟の役割です。与党とのパ
イプによって看護政策を進めたい看護協会が連盟の方針に異論を唱える異例の展開に
なりましたが、参議院の議席をゼロにすることは絶対にできません。和歌山県看護連
盟の会員のみなさまの一層のご活躍を心からお願い申し上ます。

新年のごあいさつ
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本部主催 　支部役員徹底研修会に参加して

和歌山県日高支部　基礎研修

平成 21年度第２回基礎研修を11月２７日に開催、
参加者は 34名。基礎研修の講師は、施設内連絡員が
交代で行っています。今回は、青年部でも活躍されてい
る木下学君が講師を務めてくださいました。研修終了
後、役員会の報告をして終わりました。

開催日時：12月 19日（土）13：00～ 16：00
場　　所：ビック愛
テ ー マ：

　　「楽しく看護ができるためのワークライフバランスについて」
講　　師：聖路加国際病院　藤野泰平先生
内　　容 ：講演、活動報告、ホリナビワークショップについて
参加人数：68名

開催日　平成 21年 10月 7日（土）　　 場　所　ＪＮＡホール

開催日　平成 21年 11月 18日（水）　　 場　所　花ごぼう

社会保険紀南病院　 尾宇江　茂 子

支部長　 片 山　清 子

～ＷＡＬＫ～和歌山県看護連盟青年部研修開催される

平成 21年度第 2回支部役員徹底研修会に参加させ
ていただきました。今回参加させていただき、看護職の
政策への関わりが看護制度の改正を実現していること
を痛感しました。自分に関係するものだけでも夜間看護
手当ての支給・看護職員の増員・育児休業法・専修学
校法・看護職の名称「師」で統一などがあげられます。
働いていく上で今では当たり前になっている育児休業も
看護職の政策への関わりが大きく関与していたのだと
思います。育児休業法が制定されるまでは、産後 6週
間で、すぐに職場に復帰するか、無理なら離職するかの
どちらかの選択肢だけだったけれども今では 3年間休

業することができ、かなりの看護師が育児休業を利用
しています。平成 21年度重点事業の看護基礎教育制
度の創設もぜひ実現してもらいたいと思います。医療改
革に伴い、医療関係職種では教育制度改革を実施して
います。薬剤師 6年・医師は臨床研修必修化・管理栄
養士 4年・歯科衛生士 3年と教育年限が改正されてい
ますが、看護師の基礎教育は、60年前と同じ 3年間の
まま置き去りにされています。看護基礎教育の改革には
保助看法改正が必要となります。このような取り組みの
実現に向けて一人一人の力を合わせ鼓動しなければいけ
ないと思いました。
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たかがい恵美子「ステップⅡ」

会員の皆様明けましておめでとうございます。
れんめい和歌山 34号をお届けします。ご意見・ご感想を
お聞かせください。お待ちします。

編 集
後 記

平 成 22 年 度 会 員 募 集 中！

日本看護連盟会費 5,000円
和歌山県看護連盟会費 3,000円

   　計 8,000円

看護連盟の主旨に賛同いただける方
であればどなたでも入会できます。

年会費　1口　1,000円

看護の現場が抱える問題解決は、あなたが入会することから始まる！

年 会 費 賛助会員入会のご案内

看護協会看護連盟
合同研修

開催日時　平成 22年 2月 20日（土）
開催場所　和歌山市民会館小ホール
講　　師　さかもと未明 先生
テ ー マ　たかがい恵美子さんの

　　　　　「命」との出会いから　

和歌山県看護連盟

連盟からのお知らせ

平成 22年 2月 15日（月）
　施設訪問：日高支部・有田支部・海南支部
平成 22年 2月 16日（火）
　施設訪問：和歌山支部
　ポリナビワークショップ in 和歌山　参加




